
※主な内容は表紙に、市役所・支所業務時間、日曜窓口、市政に対する御意見は情報ひろば（16
　ページ）に、今月の納税、人口と世帯は裏表紙（28ページ）に掲載場所を変更しました。

地
方
創
生
・

人
口
減
少
対
策

・
若
い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、

希
望
に
応
じ
た
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
環
境
や
全
て
の
市

民
が
将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き

る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
国
の
動

き
に
先
駆
け
て
進
め
て
き
た
従
来

の
人
口
減
少
対
策
に
加
え
、
「
桐

生
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
様
々
な
施

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
で
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

○
企
業
誘
致

・
「
群
馬
県
地
方
活
力
向
上
地
域

特
定
業
務
施
設
整
備
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
画
し
、
企
業
の

本
社
機
能
移
転
な
ど
に
よ
る
設
備

投
資
の
促
進
や
雇
用
の
創
出
・
拡

大
に
努
め
ま
す
。

・
造
成
工
事
が
本
格
化
す
る
桐
生

武
井
西
工
業
団
地
を
Ｐ
Ｒ
し
、
積

極
的
な
企
業
誘
致
を
展
開
し
ま
す
。

○
海
外
販
路
開
拓
支
援

・
「
友
好
連
携
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
た
台
湾
雲う
ん
り
ん
け
ん

林
県
を
産
業

関
連
団
体
や
企
業
と
共
に
訪
問
し
、

産
業
振
興
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
向
け
た
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
企
業
の
海
外
展
開
を
支
援
す
る

た
め
、
多
数
の
海
外
企
業
や
バ
イ

ヤ
ー
が
集
結
す
る
国
際
見
本
市

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ギ
フ
ト

シ
ョ
ー
」
に
桐
生
市
ブ
ー
ス
を
設

け
ま
す
。

○
創
業
促
進
・
支
援

・
東
武
本
町
ビ
ル
の
「
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
」「
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
」
で
の
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
、

創
業
機
運
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

○
包
括
的
連
携
・
協
力
に
よ
る
企

業
支
援

・
桐
生
商
工
会
議
所
、
桐
生
信
用

金
庫
と
の
包
括
的
連
携
・
協
力
に

関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、
新
規
取

引
先
の
開
拓
や
創
業
機
運
の
醸
成

な
ど
、
市
内
企
業
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

○
群
馬
大
学
へ
の
支
援

・
産
学
官
推
進
の
核
と
な
る
群
馬

大
学
理
工
学
部
が
、
創
立
１
０
０

周
年
を
契
機
と
し
て
実
施
す
る
同

窓
記
念
会
館
の
改
修
事
業
を
支
援

し
ま
す
。

○
空
き
店
舗
対
策

・
空
き
店
舗
活
用
促
進
の
た
め
の

補
助
制
度
に
、
事
業
所
の
開
設
も

対
象
と
し
て
加
え
、
制
度
を
拡
充

し
ま
す
。

○
農
業
振
興

・
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、

農
地
の
貸
し
借
り
の
促
進
を
図
り
、

担
い
手
へ
農
地
が
集
積
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
対
策

・
大
型
サ
ル
捕
獲
檻お
り

の
増
設
や
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
侵
入
を
防
止
す

る
防
護
柵
の
設
置
を
支
援
し
ま
す
。

○
林
業
振
興

・
市
場
併
設
型
木
材
ス
ト
ッ
ク
ヤ

ー
ド
整
備
の
研
究
を
進
め
る
と
と

も
に
、
林
道
・
作
業
道
の
整
備
や

高
性
能
林
業
機
械
導
入
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

○
定
住
促
進

・
外
部
の
視
点
や
活
力
を
生
か
し

た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
黒

保
根
町
に
お
い
て
、新
た
に「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
観
光
振
興

・
繊
維
産
業
を
核
と
し
た
産
業
観

光
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
当
市

の
知
名
度
向
上
と
観
光
情
報
の
発

信
に
努
め
、
東
京
五
輪
を
見
据
え

た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
つ
な

げ
ま
す
。

○
重
伝
建
地
区
の
ま
ち
並
み
保
存

・
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
整
備
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
防
災

計
画
に
基
づ
く
安
全
対
策
や
本
町

通
り
の
電
線
類
地
中
化
な
ど
、
歴

市政運営方針
桐生ならではの地方創生に
向け、〝オール桐生〟の体制
で取り組みます
　平成28年度は、桐生ならではの地方創生に向けた真のス
タートを迎えます。
　〝 誰もが住みたいと思えるまち、誰もが住み続けたくな
るまち〟を実現するため、〝オール桐生〟の体制で、〝元気・安
心・未来〟の３本柱による基本政策や「桐生市まち・ひと・し
ごと創生総合戦略」に掲げる施策を推進します。
　また、財政運営や組織のあり方などを改めて見直し、持続
可能な行政経営を目指して、あらゆる角度からの改革に取
り組みます。
　問い合わせは、企画課企画係（☎内線524）へ。

平成 28年度

新
規
施
策
及
び
主
な
事
業
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1

２

３

４

５

６
１日本遺産関連の各種事業を推進／２東京五輪を見据えたインバウンドの推進／３東武本町ビルの「コワーキング・コミュニティスペース」
などで創業支援の取り組みを充実／４企業の海外販路開拓支援／５移住相談会などを開催し、定住を促進／６高性能林業機械の導入支援

史
的
景
観
に
配
慮
し
た
整
備
を
行

い
ま
す
。

○
文
化
財

・
大
学
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
た
調
査
事
業
や
上
毛
電
気
鉄
道

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な

文
化
財
め
ぐ
り
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

・
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体

と
協
力
し
て
、
日
本
遺
産
「
か
か

あ
天
下
‐
ぐ
ん
ま
の
絹
物
語
」
関

連
の
各
種
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
環
境
施
策

・｢

環
境
先
進
都
市
将
来
構
想｣

の

将
来
像
実
現
に
向
け
て
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
や
地
域
の
活
性
化

に
向
け
た
各
種
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

○
市
民
活
動
支
援

・
市
民
活
動
応
援
サ
イ
ト
「
ゆ
い

ね
っ
と
」
の
運
用
開
始
を
契
機
に
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
自
発
的
に
社

会
貢
献
活
動
な
ど
に
参
加
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画

・
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
桐
生

市
男
女
共
同
参
画
計
画
」
に
基
づ

く
各
種
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り 

○
防
災

・
市
民
の
自
助
・
共
助
に
よ
る
防

災
意
識
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
指

定
さ
れ
て
い
る
地
域
を
対
象
に
地

域
住
民
と
市
の
協
働
に
よ
る
自
主

避
難
計
画
の
作
成
や
自
主
避
難
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

○
消
防
・
救
急
体
制

・
消
防
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、

職
員
の
技
術
と
資
質
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
２
基
の
防
火
水

槽
新
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
消
防
団
の
装
備
品
の
高
機
能
化

と
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
住
宅
対
策

・
最
大
で
２
０
０
万
円
を
補
助
す

る
「
住
宅
取
得
応
援
事
業
」
を
継

続
し
ま
す
。

○
空
き
家
対
策

・
空
き
家
対
策
を
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
、
空
き
家
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

○
ご
み
対
策

・
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

長
期
的
な
視
点
で
、
総
合
的
な
ご

み
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り

・
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
計
画
の
策
定
や
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
す

る
各
種
事
業
の
実
施
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険

・
３
年
連
続
と
な
る
国
民
健
康
保

険
税
の
あ
ん
分
率
引
き
下
げ
を
行

い
ま
す
。

○
桐
生
厚
生
総
合
病
院

・
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
適
切

に
機
能
す
る
た
め
の
支
援
や
、
安

定
し
た
運
営
を
図
る
た
め
の
医
師

確
保
対
策
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

○
高
齢
者
福
祉

・
疾
病
を
抱
え
た
高
齢
者
が
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
相
談
体
制
の
整
備

や
認
知
症
の
早
期
診
断
・
早
期
治

療
を
促
進
す
る
「
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

・
地
域
住
民
の
介
護
相
談
や
「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
な
ど
の
機
能
を
備

え
た
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
を
整
備

し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
振
興

・
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
・
リ
ー

グ
公
式
戦
を
開
催
し
ま
す
。

・
体
育
施
設
の
総
合
的
な
再
整
備

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
桐
生
球

場
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

○
道
路
整
備

・
北
関
東
自
動
車
道
を
は
じ
め
と

し
た
高
速
道
路
網
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
と
連
携
し
な
が
ら
幸
橋
線
や
赤

岩
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
都
市
計
画

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す
る
た
め
、
都

市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
立

地
適
正
化
計
画
の
策
定
に
着
手
し

ま
す
。
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７地域住民と市の協働による自主避難計画などを作成／８予約制乗合タクシーの本格運行／９立地適正化計画の策定に着手／10
「産前産後サポート事業」などを実施／11放課後児童クラブの制度統一化／12群馬大学大学院理工学府と連携した特色ある教育

７

８

11

12

９

10

○
教
育
環
境
の
充
実

・
児
童
・
生
徒
が
安
全
・
安
心
・

快
適
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
学
校
施
設
の
整
備
に
努

め
ま
す
。

・
桐
生
の
将
来
を
担
う
貴
重
な
人

材
の
流
出
防
止
・
定
住
促
進
に
つ

な
が
る
新
た
な
奨
学
資
金
制
度
の

研
究
を
進
め
ま
す
。

○
学
校
給
食

・
第
３
子
以
降
の
児
童
・
生
徒
の

学
校
給
食
費
を
実
質
無
料
化
す
る

補
助
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

そ
の
他
の
主
要
施
策

　
○
新
生
総
合
計
画

・
「
幸
せ
リ
ー
グ
」
に
お
け
る
幸

福
度
に
関
す
る
研
究
成
果
も
踏
ま

え
、
次
期
計
画
策
定
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
ま
す
。

○
職
員
の
人
材
育
成

・
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
強
化
に

つ
な
げ
る
た
め
、
県
の
東
京
事
務

所
に
職
員
を
派
遣
し
ま
す
。

○
電
算
シ
ス
テ
ム

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に

伴
い
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
を
図
る
た
め
、

シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

○
み
ど
り
市
と
の
合
併

・
「
桐
生･

み
ど
り
新
市
建
設
研

究
会
」
に
お
け
る
研
究
成
果
を
両

市
民
に
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

し
、
み
ど
り
市
に
最
終
判
断
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
進
め
ま
す
。

○
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど

・
「
第
３
子
以
降
保
育
料
無
料
化

事
業
」
を
継
続
し
ま
す
。

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

・保
護
者
負
担
な
ど
の
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
を
は
じ
め
、支
援
員
の
雇
用

や
運
営
委
員
会
の
組
織
の
あ
り
方

な
ど
、制
度
の
統
一
化
を
図
り
ま
す
。

・
入
所
児
童
の
第
３
子
以
降
保
育

料
無
料
化
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

○
学
校
教
育

・
小
・
中
学
校
で
は
、
心
理
検
査

や
ネ
ッ
ト
見
守
り
事
業
な
ど
に
よ

り
、
い
じ
め
な
ど
の
未
然
防
止
や

早
期
発
見
・
早
期
対
応
に
計
画
的

か
つ
組
織
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

・
商
業
高
校
で
は
、
大
学
や
専
門

学
校
と
の
連
携
に
よ
る
学
校
内
外

で
の
学
び
の
機
会
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
的

と
し
た
「
海
外
研
修
事
業
」
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
桐
生
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育

・
募
集
人
員
が
拡
大
さ
れ
た
「
未

来
創
生
塾
」
の
活
動
支
援
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
「
サ
イ
エ
ン
ス

ド
ク
タ
ー
事
業
」
で
は
、
学
校
に

お
け
る
教
育
活
動
や
「
サ
イ
エ
ン

ス
・
フ
ェ
ス
タ
」
の
内
容
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

・
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
素
地
を
養
う
「
黒
保
根
町

国
際
理
解
推
進
事
業
」
で
は
、
新

た
に
保
育
園
で
も
英
語
に
親
し
む

機
会
を
設
け
る
な
ど
、
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

○
公
共
交
通

・
広
沢
町
岡
の
上
地
区
で
実
証
実

験
を
行
っ
た
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ

ー
を
本
格
運
行
に
移
行
す
る
と
と

も
に
、
宮
本
町
地
区
で
も
新
た
に

実
証
実
験
を
開
始
し
ま
す
。

○
上
水
道
事
業

・
「
（
仮
称
）
梅
田
浄
水
場
」
の

本
体
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

・
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
布
設
替

え
や
元
宿
浄
水
場
の
監
視
シ
ス
テ

ム
の
更
新
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

子
供
の
た
め
の

未
来
づ
く
り

○
包
括
的
な
子
育
て
支
援

・
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
機
能
を
整
備
し
て
、
子

育
て
サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
利
用
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

「
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
適

切
な
支
援
や
療
育
環
境
を
提
供
す

る
た
め
、
関
係
部
署
が
そ
れ
ぞ
れ

把
握
し
た
情
報
や
指
導
経
過
を
情

報
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
す
。

○
発
達
支
援

・
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
へ
の
指

導
訪
問
の
ほ
か
、
相
談
事
業
や
ペ

ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う

と
と
も
に
、
学
校
訪
問
の
充
実
も

図
り
ま
す
。

広報きりゅう平成28年４月号 4



平成 28 年度 予算の概要

　平成28年度一般会計予算の総額は452億8,000
万円と平成27年度に比べ1.6パーセントの減少と
なりました。

一般会計予算

歳入

歳出

　市税収入は、131 億 4,243 万 6 千円と平成 27
年度に比べ約 5,200 万円の減額を見込んでいます。

　３つの基本政策である「元気で活力あるまちづく
り」、「安心して暮らせるまちづくり」、「子供のため
の未来づくり」や今年 3 月に策定した「桐生市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる事業に重点を
置き、予算編成しました。

市税（29.0%）
131 億 4,243 万 6 千円

地方交付税（22.3%）
101 億円

国庫支出金（13.3%）
60 億 639 万 8 千円

諸収入（6.4%）
28 億 9,265 万 6 千円

県支出金（8.1%）
36 億 8,499 万 6 千円

繰入金（4.8%）
21 億 8,312 万円

市債（4.8%）
21 億 8,060 万円

民生費（38.2%）
172 億 8,477 万 3 千円

教育費（10.9%）
49 億 1,282 万 6 千円

衛生費（9.3%）
41 億 9,836 万 7 千円 土木費（12.8%）

58 億 229 万 5 千円

総務費（8.2%）
36 億 9,240 万 4 千円

公債費（8.7%）
39 億 2,816 万 9 千円

商工費（4.4%）
19 億 8,812 万 2 千円

消防費（5.0%）
22 億 4,645 万 3 千円

その他（2.5%）
12 億 2,659 万 1 千円

●用語の解説
民生費＝福祉の充実や子育て支援などの費用
土木費＝道路や河川、公園などの整備・維持管理費用
教育費＝学校教育、生涯学習の充実、文化・スポーツ
振興などの費用
衛生費＝健康増進や斎場、清掃などの費用
公債費＝これまでに借り入れた市債を返済する費用
総務費＝市役所や財産の維持管理、戸籍の管理及び
税金の徴収などの費用
消防費＝災害対策や防災などの安全対策費用
商工費＝商工業や観光振興などの費用

●用語の解説
市税＝市民の皆さんから納めていただく市民税や固
定資産税、軽自動車税などの税金
地方交付税＝地方自治体が一定水準の行政サービス
を提供することができるよう国が交付するお金
国庫・県支出金＝市が行う特定の事業に対して国や県
から支出されるお金
諸収入＝他市から受けるごみ処理や消防などの業務
による収入や貸付金の元金利息収入など
繰入金＝基金（市の貯金）や特別会計から一般会計
に繰り入れられるお金
市債＝国や銀行などから借り入れるお金

その他（11.3%）
50 億 8,979 万 4 千円

　平成 28 年度の一般会計予算及び市民の皆さん１人当たりの目的別予算額、
特別会計予算などについてお知らせします。
　問い合わせは、財政課財政係（☎内線 527）へ。

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。

※（　）内は、構成比。数字は端数処理しています。

452 億 8,000 万円
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市民の皆さん 1人当たりの
目的別予算額
　一般会計予算の 452 億 8,000 万円を平成 28 年
１月 31 日の人口 116,800 人で計算すると市民の
皆さん 1 人当たりの目的別予算額は次のとおりです。

●１人当たり 38万 7,671 円
民生費
土木費
教育費
衛生費
公債費
総務費
消防費

14 万 7,986 円
4 万 9,677 円
4 万 2,062 円
3 万 5,945 円
3 万 3,632 円
3 万 1,613 円
1 万 9,233 円

商工費
農林水産業費

議会費
労働費
その他

1 万 7,022 円

6,317 円
2,817 円

939 円
428 円

※数字は端数処理しています。

学校給食共同調理場事業
国民健康保険事業
下水道事業
簡易水道事業
介護保険事業
農業集落排水事業
住宅新築資金等貸付事業
新里温水プール事業
宅地造成事業
発電事業
後期高齢者医療事業

7 億 6,440 万 8 千円
159 億 8,839 万 5 千円
36 億 6,247 万 8 千円

―
129 億 9,953 万円

2 億 7,800 万 5 千円
361 万 2 千円

4,564 万 1 千円
289 万 3 千円

2 億 272 万 2 千円
14 億 1,412 万 4 千円

（－ 2.5%）
（－ 2.7%）
（－ 6.8%）

（皆減）
（1.9%）
（1.5%）

（－ 10.3%）
（45.6%）
（0.0%）

（－ 6.9%）
（－ 2.7%）

特別会計予算
353 億 6,180 万 8 千円（－ 2.1%）

水道事業会計予算
36億 1,864 万 5 千円（15.7%）

※（　）内は対前年度増減率。数字は端数処理しています。

主要事業の予算
元気で活力あるまちづくり

安心して暮らせるまちづくり

子供のための未来づくり

●桐生武井西工業団地周辺道路の整備＝ 2 億 3,480 万円
　桐生新町重伝建地区保全整備＝ 4,220 万 9 千円
●森林・林業再生のための基盤整備＝ 2,871 万 4 千円
●空き店舗活用による新店舗開設支援・創業促進
　＝ 600 万円
●海外販路開拓支援＝ 593 万円
　「地域おこし協力隊」による地域活動の推進【新規】
　＝ 591 万 4 千円

●住宅取得応援事業＝ 4 億 4,812 万 3 千円
●空き家対策の推進【新規】＝ 1,494 万 9 千円
●在宅医療・介護連携推進【新規】＝ 1,106 万円
●立地適正化計画策定【新規】＝ 821 万 4 千円
　生活支援体制の整備【新規】＝ 655 万 2 千円
●認知症への総合支援【新規】＝ 341 万円

●放課後児童クラブの充実【新規】
　＝ 2 億 2,799 万 4 千円
●保育園、幼稚園などの第３子以降の保育料無料化
　＝約１億1,000万円
●病児・病後児保育の充実＝6,519万１千円
●「子育て世代包括支援センター」の機能整備【新規】
　＝1,332万8千円
●放課後児童クラブの第３子以降の保育料無料化【新規】
　＝約640万円
●黒保根町国際理解推進事業＝395万円

※数字は端数処理しています。

平成 28 年度予算の概要

※●が付いている事業は、「桐生市まち・ひと・しごと創
生総合戦略」に掲げる主な事業です。

　
市
内
に
住
宅
を
建
築
・
購
入

す
る
と
、
住
宅
取
得
に
か
か
っ

た
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
は
、
基
本
補
助
の
ほ
か
、

子
育
て
世
帯
へ
の
加
算
な
ど
、

様
々
な
加
算
補
助
が
あ
り
、
最

大
で
２
０
０
万
円
を
受
給
で
き

ま
す
。

　
受
給
に
は
条
件
が
有
り
ま
す

の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
御
確

認
く
だ
さ
い
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
又
は
市
役
所
４
階
の

建
築
住
宅
課
、
新
里
・
黒
保
根

支
所
な
ど
に
有
り
ま
す
。

　
申
請
は
平
成
29
年
３
月
31
日

（
金
）
ま
で
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、建
築
住
宅

課
住
宅
係（
☎
内
線
６
３
３
）へ
。

住宅取得応援事業補助金

申請は平成 29年３月 31 日まで
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「
桐
生
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
及
び
「
桐
生
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た

地
方
創
生
“
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る
ま
ち
、

誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち
桐
生
”
の
実
現
に
向
け
て

　

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
の

活
力
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
年
３
月
に
平

成
72
年
ま
で
の
人
口
の
将
来
展
望
を
描
い
た
「
桐
生
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
、
平
成
31
年
度
ま

で
の
具
体
的
施
策
な
ど
を
ま
と
め
た
「
桐
生
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
（
総
合
戦
略
）
を
策
定
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
人
口
対
策
室（
☎
内
線
５
７
６
）

へ
。

消
滅
可
能
性
都
市

　
平
成
25
年
３
月
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
社
人

研
）
に
よ
っ
て
、
平
成
52
年
の
人

口
が
平
成
22
年
よ
り
減
少
す
る
自

治
体
は
全
体
の
95
・
２
パ
ー
セ
ン

ト
に
上
り
、
桐
生
市
の
人
口
は
平

成
52
年
に
は
、
約
7
万
８
０
０
０

人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ

ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）

　
ま
た
、
平
成
26
年
５
月
に
は
民

間
研
究
機
関
で
あ
る
「
日
本
創
生

会
議
」
に
よ
っ
て
、
桐
生
市
を
含

む
８
９
６
の
自
治
体
が
、
若
年
女

性
（
20
～
39
歳
）
が
平
成
22
年
か

ら
平
成
52
年
に
か
け
て
半
分
以
下

に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
「
消
滅
可

能
性
都
市
」
と
し
て
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
平
成
28
年
１
月
末
日
現

在
の
桐
生
市
の
人
口
で
す
。
桐
生

市
に
お
い
て
は
昭
和
50
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、

平
成
17
年
の
合
併
に
よ
る
増
加
は

あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
10
年
の
間

に
も
減
少
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
人
口
は
平
成
20
年
か
ら

減
少
に
転
じ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
中
で
、
国
に
お
い
て
は
、
平
成

26
年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
が
成
立
し
、
続
い

て
日
本
の
人
口
の
現
状
と
平
成
72

年
の
将
来
展
望
を
提
示
す
る
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
、
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
を
踏
ま
え
５
年
間
の
目
標
や
具

体
的
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
桐
生
市
に
お
い
て
も
、
人
口
が

減
少
す
る
現
実
を
た
だ
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
桐
生
市
な
ら
で
は
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

0
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●

グラフ１＝桐生市における総人口の推移と将来人口の推計値

昭和
30年

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000
134,163

141,916
148,376 146,825

138,193
128,037

121,704

108,002

93,001

78,242

64,762
52,228

推計値
大幅な減少見込み

凡例：（下から）■＝桐生市、■＝新里村、■＝黒保根村

新里村、黒保根村と
合併後の総人口

（人）

【出典】平成 22 年以前は国勢調査、平成 32 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域
　　　 別将来推計人口」に基づくまち・ひと・しごと創生本部による推計値

約 61,000 人
（桐生市が目指す
人口の将来展望）

11
万
６
８
０
０
人

昭和
40年

昭和
50年

昭和
60年

平成
７年

平成
17年

平成
22年

平成
32年

平成
42年

平成
52年

平成
62年

平成
72年

0
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人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

　
社
人
研
に
よ
る
推
計
を
も
と
に

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

が
推
計
し
た
将
来
人
口
で
は
、桐

生
市
の
人
口
は
、平
成
72
年
に
約

5
万
２
０
０
０
人
に
ま
で
減
少
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、人
口

構
成
に
お
い
て
は
、少
子
高
齢
化

が
更
に
進
行
し
、約
４
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
、超
高
齢
社
会
に
向
け
た

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
策
定

し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、現
在

ま
で
の
人
口
の
推
移
や
移
動
状
況
、

出
生
率
な
ど
を
分
析
し
、国
の
将

来
人
口
推
計
な
ど
を
参
考
に
複
数

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

将
来
人
口
推
計
を
示
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
が

向
上
し
、
桐
生
市
か
ら
の
転
出
を

抑
制
で
き
れ
ば
、
一
定
の
水
準
で

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
出
生
率

と
移
動
率
の
改
善
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
今
後
桐
生
市
が
目
指
す
人

口
の
将
来
展
望
と
し
て
、
平
成
72

年
に
人
口
約
6
万
１
０
０
０
人
と

い
う
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

人
口
減
少
の
要
因
分
析

　
桐
生
市
の
人
口
減
少
の
要
因
と

し
て
、
人
口
の
社
会
減
と
自
然
減

の
同
時
進
行
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
社
会
減
と
は
、
転
出
者
数
が
転

入
者
数
よ
り
多
い
状
態
の
こ
と
で
、

平
成
26
年
は
市
全
体
で
約
６
０
０

人
減
少
し
て
い
ま
す
。
自
然
減
と

は
、
死
亡
者
数
が
出
生
者
数
よ
り

多
い
状
態
の
こ
と
で
、
平
成
26
年

は
市
全
体
で
約
９
０
０
人
減
少
し

て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）

　
ま
た
、
桐
生
市
の
人
口
動
態
の

特
徴
と
し
て
、
大
学
進
学
や
就
職

を
機
に
転
出
し
た
人
の
多
く
が
桐

生
市
に
戻
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ま
市

外
に
定
住
し
て
い
る
状
況
が
み
ら

れ
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
３
参
照
）

人口減少が地域（の将来）に与える影響

生活関連サービス（小売・飲食・娯楽・医療機関など）の縮小
　日常生活を送るために必要な病院や商店などは、
一定の人口規模の上に成り立っています。人口の減
少に伴って、利用者、消費者が減少するため、過去
の人口規模に合わせてできた施設などが維持できな
くなる可能性があり、日常生活での利便性や地域の
雇用の悪化が懸念されます。

地域公共交通の撤退・縮小
　人口の減少が進めば、通勤・通学者が減少し、
民間事業者による採算ベースでの輸送サービスの
提供が困難となり、鉄道や路線バスなどでは運行
回数の減少や路線の廃止など、今後の人口減少に
よっては、サービス維持が難しくなることが懸念
されます。

地域コミュニティの機能低下
　自治会などの住民組織の担い手が不足し、共助機
能が低下するほか、地域住民によって構成される消
防団員の減少などにより、地域の防災力の低下が危
惧されます。また、子供の数の減少に伴い、地域の
祭りなどの伝統行事をはじめ、歴史や伝統文化が継
承されなくなることも危惧されます。

市有施設の維持管理
　桐生市では、昭和40～50年代にかけて、人口
の増加や市民ニーズの拡大に応じて建設した多種
多様な施設の多くが老朽化し、大規模な改修や建
替えの時期を迎えようとしています。
　今後の市有施設の維持管理については、人口規
模に応じた適切な運営を図る必要があります。
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【出典】総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態
　　　 及び世帯数に関する調査」

グラフ２＝桐生市における自然減数・社会減数
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グラフ３＝桐生市における年齢階級別純移動数※の時系列分析

0

‐500

‐1,500

‐1,000

‐2,000

500

0～4歳→5～9歳

5～9歳→10～14歳

10～14歳→15～19歳

15～19歳→20～24歳
-2000

-1500

-1000

-500

0

500

20～24歳→25～29歳

25～29歳→30～34歳

30～34歳→35～39歳

35～39歳→40～44歳

40～44歳→45～49歳

45～49歳→50～54歳

50～54歳→55～59歳

凡例：　■　＝平成２年→平成７年、　■　＝平成７年→平成12年、
　　　 ■　＝平成12年→平成17年、　■　＝平成17年→平成22年
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　　　  報告」に基づきまち・ひと・しごと創生本部作成

若年層の流出が
際立っている
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※５歳階級ごとに５年後の人口との差を表したもの
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総
合
戦
略
を
策
定

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
若

い
世
代
が
安
心
し
て
働
き
、
希
望

に
応
じ
た
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

が
で
き
る
ほ
か
、
全
て
の
市
民
が

将
来
に
わ
た
っ
て
活
躍
で
き
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
図
る

た
め
、
下
表
の
と
お
り
平
成
27
年

度
を
初
年
度
と
す
る
平
成
31
年
度

ま
で
の
5
年
間
の
基
本
目
標
や
、

基
本
的
方
向
、
具
体
的
施
策
な
ど

を
掲
げ
た
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
を

は
じ
め
産
業
界
、
行
政
機
関
、
教

育
機
関
、
金
融
機
関
、
労
働
関
係
、

メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
有
識
者
で
組
織

す
る
桐
生
市
総
合
戦
略
推
進
委
員

会
に
お
い
て
協
議
を
進
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
総
合
戦
略
の
推

進
に
当
た
り
、
毎
年
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
※
と
い
う
仕
組
み
に
よ
り

各
事
業
の
効
果
検
証
を
行
い
、
事

業
の
効
果
的
な
実
施
に
向
け
た
見

直
し
を
行
う
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
総
合
戦
略
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、

P

プ
ラ
ン

lan

（
計
画
）D

ド
ゥ

o

（
実
行
）

C

チ
ェ
ッ
ク

heck

（
評
価
）A

ア
ク
シ
ョ
ン

ction

（
改

善
）
の
略
で
す
。

基本目標１
「地域の資源を活用した魅力ある雇用を創出する」
　安定した「しごと」づくりを行い、「しごと」と「ひと」
の好循環を確立するため、企業誘致を推進するととも
に、新産業の創出や既存企業における業務・業容拡大な
どにより地域産業の活力を引き出すほか、労働環境の
質の向上を図ることによって潜在的な労働供給力を掘
り起こすなど、森林資源をはじめとする地域の資源を
活用した魅力ある雇用を創出します。
重点施策＝産業活力の強化と雇用環境の再整備（再構
築）
○桐生の資源を活用した創業促進による産業活力の 
　強化
○市域の7割を占める森林資源を活用した雇用創出

基本目標2
「人口の市外流出に歯止めをかけ、移住・定住を促
進するとともに、交流人口の拡大による地域の活性
化を目指す」
　恒常的に続く若年層の流出に歯止めをかけるため、
歴史、伝統・文化、自然といった桐生市が有する貴重
な資源の付加価値を高めながら有効活用し、様々な
分野において人口減少対策を実施することで、移住・
定住の促進を図ります。また、様々な特色あるイベ
ントの開催や観光振興を推進することで、交流人口
の拡大を図るとともに、地域の活性化を目指します。
重点施策＝移住・定住の促進と交流人口増加策の推進
○空き家の利活用などによる移住・定住の促進
○観光振興の強化による交流人口の拡大

基本目標３
「安心して結婚・妊娠・出産・子育てができるよう、
若い世代の希望をかなえる」
　生涯未婚率の上昇や晩婚化・晩産化による少子化の
進行を打開するため、結婚・妊娠・出産・子育ての各
段階に応じた切れ目ない支援を行うとともに、若い世
代が安心して子育てができる環境を整備するほか、未
来を創造する子供を育成するため、桐生市独自の特色
ある教育の充実を図ります。
重点施策＝若年世代が魅力を感じる子育て支援策の展開
○子育てサポート体制の充実
○幼稚園・小学校・中学校・高校・大学・企業連携に
　よる特色ある教育の充実

基本目標４
「広域的な視点かつ将来を見据えた、地域の特徴に
応じたまちづくり」
　「しごと」と「ひと」の好循環を更に強固なもの
にするためには、「まち」の活性化が不可欠です。
安心して暮らすことのできる社会環境をつくり出す
ため、桐生市のみならず、地域の実情を的確に捉え、
広域的な視点かつ将来を見据えた、地域の特徴に応
じたまちづくりを行います。
重点施策＝持続可能で将来にわたり住みやすいまち
づくり
○中心市街地の再生とコンパクトシティの推進
○「環境先進都市」の実現に向けた環境施策の推進

　

住
宅
本
体
の
機
能
・
住
環
境

向
上
の
た
め
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
、

20
万
円
以
上
の
工
事
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
市
民
が
所
有
し
、
居
住
す

る
住
宅
を
、
市
内
の
施
工
業
者
を

利
用
し
て
改
修
、
修
繕
を
行
う
人

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

※
過
去
に
こ
の
補
助
金
を
受
け
た

人
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額
＝
「
子
育
て
世
帯
（
平

成
10
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
供
を
扶
養
し
、
同
居
し
て
い

る
世
帯
）
」
は
経
費
の
20
パ
ー
セ

ン
ト
、
そ
れ
以
外
の
世
帯
は
経
費

の
10
パ
ー
セ
ン
ト
。
た
だ
し
、
ど

ち
ら
も
上
限
は
10
万
円
で
す
。

募
集
件
数
＝
２
０
０
件
（
先
着

順
）

申
し
込
み
＝
４
月
18
日
（
月
）
か

ら
10
月
31
日
（
月
）
ま
で
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）
の
着
工
前
に
、

申
請
書
を
市
役
所
４
階
の
建
築
住

宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
完
了
報
告
書
は
、
平
成
29
年

２
月
28
日
（
火
）
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
用
紙
は
、
建
築
住
宅
課
、

新
里
支
所
、
黒
保
根
支
所
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
有
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
住
宅
課

住
宅
係
（
☎
内
線
６
３
３
）
へ
。

住
環
境
改
善
助
成
事
業

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
を

補
助
し
ま
す

「桐生市人口ビジョン」・「桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略」

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
、
各
公
民

館
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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